平成24年11月20日

東大農学部　RI管理室

RI実験室大掃除マニュアル
はじめに

　このマニュアルは、農学部RI管理室および研究室の職員が定例のRI実験室大掃除を指導する場合に適応する。清掃指導者は、同施設の維持管理と衛生及び本来の放射線従事者ではない同学部学生の安全確保に務め、適切な指導を行わなければならない。

１．準備

　RI管理室は、施設の大掃除に必要な下記の機器、用具、消耗品、廃棄物収納袋、汚染報告用紙、廃棄物申請書を準備する。指導員は、それらが当日置かれている場所と個数を確認する。掃除作業者全員は実験衣、個人線量計を着用する。
必要物品　　個人線量計、55 mm(GM式サーベイメータ, スミアろ紙

　　　　　　黄衣または白衣、簡易手袋、ゴム手袋、ペーパタオル、モップ、

洗剤、ビニールろ紙、ビニール袋（大、小）、汚染報告用紙、

放射性廃棄物申請書（不燃物·難燃物、可燃物、有機廃液、無機廃液）

放射能ラベル、その他。

２．ガイダンス

　　各研究室清掃リーダは、掃除作業の要点をできるだけ簡単に説明する。

　　　不要物品の整理と廃棄　→　清掃　→　サーベイ·整頓　→　汚染報告　

作業の要点：

(1) RI、埃、化学薬品などの全ての汚れをふき取り除く。

手順：　(湿った紙タオルによりゴミのふき取る

(洗剤と少量の水で除染し、ふき取る

(乾いた紙タオルにより水気を取る

　　　　(2) 発生した廃棄物の搬出

放射性固体廃棄物：

ア）不燃、難燃、可燃に分別してビニール袋に詰める。針など鋭利なものは空き缶等に詰めてから袋に入れる。

イ）廃棄物を収納した袋にステッカーを貼り、各袋毎の核種と放射能強度、ステッカー番号を所定の廃棄物申請用紙に記入する。

ウ）表面線量 5 (Sv/h以下,スミア法で袋表面に汚染なしを確認したのち放射性廃棄物貯蔵庫へ搬出する。5 (Sv/h 以上の廃棄物は取扱に注意。
一般廃棄物：

サーベイして汚染がないこと(BGレベル)を確認したのち搬出し、一般ゴミとして分別廃棄する。

　　　　液体廃液：

　　　　　　a.放射性有機廃液：液シン廃液の油層と水層に分離しているものは分液ロートで分離し、それぞれの廃液に分別した後、液シンで濃度を測定する。

b.無機廃液：pH及び放射能濃度を測定する。pH２以下のものは中和し、ろ紙で沈殿物·浮遊物を除いてからpH及び放射能濃度を測定する。

放射能濃度は2 kBq/ml 以下にする。この濃度を著しく超えた廃液は薄めずに蒸発乾固または吸収材に吸わせて固化する。

c. 無機及または有機廃液の入った容器毎に核種、放射能、内容物、pHを記入した廃棄物申請用紙を提出する。

d. 廃液容器をビニール袋に詰めて、表面汚染なしと表面線量を確認したのち放射性廃棄物貯蔵庫へ搬出する。

　　　　(3) フード、実験台、引き出し、その他の収納場所の整理整頓。

　　　　　　特に、フード内の作業スペースを回復させる。

　　　　(4) 実験室床に置くものを限定する。

　　　　　　ポンプ等の大型装置、共通の廃棄物容器等は床に置いてもよい。

　　　　(5) 使用中の汚染した器具や放射性物質の容器に放射能マークを貼る。RI容器の外面はスミア法で汚染のないことを確認する。汚染したピペッター等小道具は、放射能マークを貼り、新しいビニール小袋に入れて保管する。

　　　　(6) RI廃棄物の除染、詰替え、運搬の作業にはゴム手袋を使用する。

        (7) 器具、設備の汚染検査をする。500 cpm 以上の汚染は除去する。

（3H,14Cの汚染：ほとんど検査できないので疑わしきは放射性物質として廃棄または除染する。）
　　　　(8)サーベイメータで検査して汚染のないゴミ廃棄物をできるだけ確保し、一般廃棄物とする。（BG以上のものは放射性廃棄物とする。）

　　　　(9) 洗浄した容器や用具について内側や反対側表面も汚染検査する。

　３．スミア検査とその報告

1) 清掃作業が終わった段階で、担当した区域の設備、床について確認のためのスミアろ紙検査を行う。ろ紙の放射能測定は、P-32についてはGMサーベイメータにより、C-14とH-3については液シンの２核種同時測定法などによる。（従来MyNo.1のH+C+P測定法が使われていたが、廃止する。）

2) 未使用ろ紙を測定して自然計数とし、各試料の計数率から差し引いた値(cpm)を汚染として報告する。

3) 汚染報告用紙の施設の見取り図に試料採取点（５つ）を示し、測定試料番号と試料採取番号を一致させた汚染検査測定データを貼り付ける。

　　　　

　３．終了時の確認

　　　●各清掃リーダは清掃作業使用した手袋を廃棄させる。

　　　●掃除用具、残った消耗品を元の場所に戻す。

　　　●各清掃グループリーダは掃除の終了をRI管理室に通知し、同管理室の

　　　　　　確認を受けて作業が完了する。
手を洗いHFCモニターで手、履物、実験衣の汚染検査を済ませて退出する。

　４．作業後の指導

　　　RI管理室は、掃除終了報告を受けて、下記の項目について点検する。この点検結果について“確認”した旨を伝えると共に、結果が不適切であれば担当清掃グループリーダに再度の整理整頓及び除染を通知する。

　

　　終了後の点検

(1) 目視により実験台、フード設備、床の掃除·整頓ができたかを判断する。

　　　(2) 実験台(フード作業台上のビニールろ紙が貼り替えられたことを

　　　　確認する。

　　　(3) 不要物品の撤去、廃棄物の保管庫・保管場所への搬出ができたことを確認

する。

　　　(4)　汚染が残っていた場合に固定または除染の指示を与える。
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